
   

 

 社会福祉法人 伸生双葉会 デイサービスセンターもとまち 

重要事項説明書 

 

 

  利用者に対するサービスの提供開始にあたり、当事業者が利用者に説明すべき重要事項

は、次のとおりです。 

 

 

1.事業者（法人）の概要 

事業者（法人）の名称 社会福祉法人 伸生双葉会                 

主たる事務所の所在地 
〒９７９－１１５２                   

福島県双葉郡富岡町本町一丁目１番地 

代表者（職名・氏名） 理事長 渡邉 清治 

設 立 年 月 日 昭和６０年７月２６日 

電 話 番 号 ０２４０－２３－５２４１ 

 

2.ご利用事業所の概要 

ご利用事業所の名称 デイサービスセンターもとまち 

サ ー ビ ス の 種 類 通常規模型通所介護事業 

事 業 所 の 所 在 地 
〒９７９－１１５２                  

 福島県双葉郡富岡町本町一丁目１番地 

電 話 番 号 ０２４０－２１－１５１６ 

事 業 所 番 号 ０７７３２００９１０ 

管 理 者 氏 名 佐々木 郁子 

利 用 定 員 定員３０人 

通常の事業の実施地域 富岡町、楢葉町、大熊町、双葉町、浪江町 

福祉サービス第３者評価 受審なし 

 

3.事業の目的と運営の方針 

事業の目的 

要介護状態にある利用者が、その有する能力に応じ、可能な限り居宅に

おいて自立した日常生活を営むことができるよう、生活の質の確保及び向

上を図るとともに、安心して日常生活を過ごすことができるよう、介護サ

ービスを提供することを目的とします。 

運営の方針 

事業者は、利用者の心身の状況や家庭環境等を踏まえ、介護保険法その

他関係法令及びこの契約の定めに基づき、関係する市町村や事業者、地域

の保健・医療・福祉サービス等と綿密な連携を図りながら、利用者の要介

護状態の軽減や悪化の防止、もしくは要介護状態となることの予防のため

適切なサービスの提供に努めます。 

 



   

4.提供するサービスの内容 

通所介護事業は、事業者が設置する事業所（デイサービスセンターもとまち）を利用してい

ただき、入浴、排せつ、食事等の介護、生活等に関する相談、助言及び健康状態の確認や機能

訓練を行うことにより、利用者の心身機能の維持を図るサービスです。 

 

5.営業日時 

営 業 日 
月曜日から金曜日 

ただし、年末年始（１２月３０日から１月３日）を除きます。 

営業時間  午前８時００分から午後５時００分まで 

 サービス提供

時間 
 午前９時３０分から午後３時００分まで 

 

6.事業所の職員体制 

従業者の職種 勤務の形態・人数 

管理者 常勤兼務 １人       

生活相談員 常勤専従 １人   常勤兼務 ２人 

看護職員 常勤兼務 ２人  

介護職員 常勤専従 ４人   常勤兼務 １人 

機能訓練指導員 常勤兼務 ２人  

 

7.利用料金 

 利用者がサービスを利用した場合にお支払いいただく「利用者負担金」は、介護報酬の告示

上の額の１割から３割の負担割合証に準ずる額です。介護保険の支給限度額を超えてサービ

スを利用する場合は、超えた額の全額をご負担いただきます。 

（１）サービスの利用料金表     

下記の利用料金表は利用者負担額の１割及び 2 割の額で表記しています。 

要介護度 利用料金 利用者負担額１割 利用者負担額２割 利用者負担額３割 備 考 

要介護１ ５，７００円 ５７０円 １，１４０円 １，７１０円 １回あたり 

要介護２ ６，７３０円 ６７３円 １，３４６円 ２，０１９円 １回あたり 

要介護３ ７，７７０円 ７７７円 １，５５４円 ２，３３１円 １回あたり 

要介護４ ８，８００円 ８８０円 １，７６０円 ２，６４０円 １回あたり 

要介護５ ９，８４０円 ９８４円 １，９６８円 ２，９５２円 １回あたり 

【加 算】上記の利用料金に以下の料金が加算されます。 

加算名 利用単位数 利用者負担額１割 利用者負担額２割 利用者負担額３割 備 考 

入浴加算（Ⅰ） ４０単位 ４０円 ８０円 １２０円 １回あたり 

科学的介護推進体制加算 ４０単位 ４０円 ８０円 １２０円 １か月あたり 

個別機能訓練加算（Ⅰ）イ ５６単位 ５６円 １１２円 １６８円 実施回数分 

個別機能訓練加算（Ⅱ） ２０単位 ２０円 ４０円 ６０円 １か月あたり 

介護職員等処遇改善加算Ⅱ 所定単位数の９．０％  １か月あたり 

サービス体制強化加算Ⅲ 介護職員の総数のうち介護福祉士の総数が４０％以上      ６単位 １回あたり 

 

上記の利用料については、厚生労働大臣が告示で定める金額であり、改定された場合は、基

本利用料も自動的に改訂されます。なお、その場合は、事前に新しい基本利用料額を書面で 

お知らせします。 

                                  



   

（２）その他の費用 

昼食費 ７００円の費用をいただきます。 

おむつ代 

おむつ等については、１回につき実費をいただきます。 

パンツタイプ １１０円 

カバータイプ １００円 

尿取りパット  ３０円 

（３）キャンセル料 

 利用予定日の当日午前８時以降にサービス提供をキャンセルした場合は、食費（昼食）と

して７００円をいただきます。ただし、体調や容体の急変など、やむを得ない事情がある

場合は、キャンセル料は不要とします。 

 ※利用予定日の前日までのキャンセルの場合は、キャンセル料不要です。 

（４）支払い方法 

 上記の利用料（利用者負担分の金額）は、１か月ごとにまとめてご請求いたしますので、

現金払いにてお支払いください。負担金のお支払いを受けた後に事業所より領収書をお渡

しいたします。  

 

8.緊急時における対応方法 

サービス提供中に利用者の体調や容体の急変、その他の緊急事態が生じたときは、速やか

に緊急連絡先及び医療機関等へ連絡をし、必要な措置を講じます。 

緊急連絡先 

（家族等） 

 

氏   名                

 

続   柄                 

 

電 話 番 号               

利用者の主治医 

 

医療機関名                

 

電 話 番 号                          

 

医 師 名                

 

9.事故発生時の対応 

 サービスの提供により事故が発生した場合は、速やかに利用者の家族及び担当の介護支援

専門員、地域包括支援センター、富岡町、楢葉町、大熊町、双葉町、浪江町及び福島県等の

関係機関への連絡を行い必要な措置を講じます。また、賠償すべき事故が発生した場合には

損害賠償を速やかに行います。 

 

10.虐待の防止 

 事業者は、利用者の人権擁護・虐待の防止のために、必要な措置を講じます。 

（１）成年後見制度の利用を支援します。 

（２）当事業所従業者または養護者（現に養護している家族・親族・同居人等）による虐待が 

   疑われる場合には、直ちに市町村へ連絡します。 

（３）虐待防止委員会における担当者及び責任者を配置し、虐待の防止に関する研修会を定期

的に開催し、従業者への周知徹底を行います。 

虐待防止に関する責任者 デイサービスセンターもとまち所長  佐々木 郁子 

虐待防止に関する担当者 デイサービスセンターもとまち課長  西村 千恵子 



   

11.身体拘束等の原則禁止 

 利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、身体 

 拘束を行いません。身体拘束を行う場合には、その様態及び時間、その際の利用者の心身の 

 状況ならびに緊急やむを得ない理由に記録します。 

身体拘束に関する責任者 デイサービスセンターもとまち所長  佐々木 郁子 

身体拘束に関する担当者 デイサービスセンターもとまち課長  西村 千恵子 

 

12.苦情相談窓口 

（１）サービス提供に関する苦情や相談は、当事業所の窓口でお受けします。 

事業所相談窓口 
電話番号  ０２４０－２１－１５１６ 

面接場所 当事業所の相談室 

責任者 佐々木 郁子 

担当者 西村 千恵子 

（２）苦情解決委員会第三者委員へ申し立てることができます。 

第三者委員氏名 電話番号 備  考 

佐藤 惠子 ０９０－４０４６－１８８２ 元富岡町人権擁護委員 

石井 卓 ０９０－９７４４－４０８６ 伸生双葉会評議員 

（３）下記の受付機関等へも申し立てることができます。 

富岡町役場 健康福祉課 電話番号 ０２４０－２２－２１１１ 

楢葉町役場 介護保険係 電話番号 ０２４０－２５－２１１１ 

大熊町役場 保健福祉課 電話番号 ０２４０－２３－７２２６ 

双葉町役場 健康福祉課 電話番号 ０２４０－３３－０１３１ 

浪江町役場 介護福祉課 電話番号 ０２４０－３４－０２２６ 

福島県国民健康保険団体連合会 電話番号 ０２４－５２３－２８７１ 

 

13.秘密保持 

 利用者やその家族の個人情報は、介護サービス提供以外の目的では原則として使用しません。 

 サービス担当者会議などで利用者やその家族の個人情報を使用する場合は、利用者及びその 

家族の同意を事前に文書で得ることとします。 

 

14.サービスの利用にあたっての留意事項 

（１） サービスの利用中に気分が悪くなったときは、すぐに職員にお申し出ください。 

（２） 複数の利用者の方々がサービスを利用するため、ご迷惑となるような行為はおこなわ

ないようお願い致します。 

（３） ご自宅において、体調や容体の急変などによりサービスを利用できなくなったときは、

できる限り早めに当事業所又は居宅介護支援事業所の担当者へご連絡ください。 

 

15.サービス利用の終了について 

（１）利用者の都合でサービスを終了する場合は、お申し出下さればいつでも解約できます。 

（２）当事業所の都合により、サービスを終了する場合においては、人員不足等やむを得ない 

   事情により、サービス提供を終了させていただく場合があります。この場合、終了の１

か月前までに文書で通知し、地域の他の通所介護事業者等へご紹介させていただきます。 

（３）利用者が介護保険施設に入所された場合はサービスを終了といたします。 

（４）利用者の要介護認定区分が、非該当と認定された場合はサービスを終了といたします。 

（５）利用者及びご家族等が当事業所や従業者に対して本契約を継続し難いほどの行為をおこ

なった場合は、文書で通知することにより、サービスを終了させていただく場合があり

ます。 

 



   

16.禁止行為 

（１）職員に対する身体的暴力（身体的な力を使って危害を及ぼす行為） 

（２）職員に対する精神的暴力（人の尊厳や人格を言動や行動によって傷つけたり、おとしめ 

               たりする行為） 

（３）職員に対するセクシャルハラスメント（意に添わない性的誘いかけ、好意的態度の要求 

                     等、性的な嫌がらせ行為） 

 

17.非常災害対策  

事業者は、非常時に備え、風水害、地震等の災害時対処するため、BCP 計画に沿って、防火

管理または火気・消防についての責任者を定め、定期的に避難、救出その他必要な訓練を年２

回行っておりますが、第一に人命を最優先とし、あらかじめ事前に大型の台風や大雨災害が発

生するおそれがある場合には、事業運営を中止いたします。 

防火管理者 デイサービスセンターもとまち生活相談員 三瓶 将孝 

BCP 対策責任者 デイサービスセンターもとまち所長    佐々木 郁子 

BCP 対策担当者 デイサービスセンターもとまち課長    西村 千恵子 

 

18.感染症予防及びまん延防止のための措置 

 事業者は、感染症の発生及びまん延防止に関する措置を講じます。 

（１）感染症対策委員会を設置し、開催します。 

（２）感染症及びまん延防止の指針整備の見直しを行います。 

（３）感染症及びまん延防止のための研修会を定期的に開催します。 

感染症予防対策責任者 デイサービスセンターもとまち看護員    遠藤 邦之 

感染症予防対策担当者 デイサービスセンターもとまち生活相談員  三瓶 将孝 

 

 

 令和     年     月     日 

 

 

 

事業者は、利用者へのサービス提供開始にあたり、重要事項を説明しました。 

 

 

 

事 業 者   

福島県双葉郡富岡町本町一丁目１番地 

社会福祉法人 伸生双葉会 

    理 事 長    渡邉 清治    印 

 

説 明 者              印 

        

  

 

 

 



   

 

私は、事業者より利用を開始するにあたり、重要事項について説明を受け、同意しました。 

また、この文書が契約書の別紙（一部）となることについても同意します。 
 
 
 

〈利 用 者〉 

 

  住 所                                                                 

 

氏 名                                     印 

 

〈署名代行者（又は法定代理人）〉 

 

住 所                                                                 

 

氏 名                                     印 
 

       

  本人との続柄                        


